
１部・労働経済論Ⅱ／川村雅則 公開授業 

これでいいのか、学生バイト！！ 

――大学生のアルバイトを考える公開授業 

 
 

◆ 学生がアルバイトをすることにことさら目くじらを立てるつもりはないけれ

ども、「オイオイ、その働き方はマズイでしょ」、という働き方／働かされ方

が増えているように感じる。 

◆ 「定番」の（？）不払い労働にはじまり、仕事上のミスへのペナルティ、急な

呼び出し・シフトの変更、長時間労働・残業、パワハラ・セクハラなどなど。

将来、就職したときのための予行演習か？（しゃれにならんぞ）と思うよう

な働き方／働かされ方が目につく。 

◆ ウチのゼミでは過去２回、『アルバイト白書』を作成して、学生のそういうア

ルバイト実態を明らかにしてきた。 

◆ 今年は、取り組みをはじめて３年目（３回目）。 

◆ ３年目だからといって何か目新しい結果があるわけではべつにないけれど

も（しかも、学生は毎年変わるので、常にイチからやり直し）、今夏にゼミで

取り組んできた調査結果を学生に報告してもらい、学生のアルバイトはい

かにあるべきか！とか、そもそも働くってそんなんでいいのか！など、「脱

線」しながら、労働組合の方を助言講師にお招きし、いろいろ考えてみたい

と思います、、、朝の９時から（なにせ１コマ目の担当なものですから）。 

 

日時 １１月２９日（金）９：００～１０：３０ 

場所 ５号館・４０番教室 

助言講師 鈴木一さん（札幌地域労組書記長） 

川村研究室０１１－８４１－１１６１（内２７４４） 事前申し込みなど不要 


